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はじめに︓ベントホールとは

測定用マイクロホンのベントホールは、静圧平衡化のために使用されます。つま
り、マイクロホンはダイアフラムの背後にある内部の静圧（インナーボリュー
ム、図1参照）をマイクロホン外部と同じ静圧に平衡させることができます。なの
で、ベントホールは基本的にインナーボリュームの圧力をマイクロホン外部の環
境圧力に追従させるための小さな空気の通り道なのです。
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図 1 .  測定用マイクロホンカプセルとそのすべての部品

信頼性の高い音響測定を行うためには、適切な静圧平衡化が非常に重要です。マイ
クロホン内部の静圧と外部の静圧が異なる場合、マイクロホンは音響的な圧力変化
を測定するだけでなく、カプセルの内部と外部の静圧差を測定することになり、
誤った結果を導くことになります。



Application Note:
The importance of measurement microphone venting 3

また、ベントホールは測定用マイクロホンの低域カットオフ（マイクロホン
の周波数特性が3dB下がる周波数）を制御する役割もあるので、ベントホー
ルの設計変更でユニットの低域特性を制御することになります。ベントは、
マイクロホンの望ましい低周波応答に影響を与えることなく、静圧の均一化
ができるように慎重に設計する必要があります。一般に、マイクロホンセッ
トの低域カットオフは、マイクロホンの静電容量、プリアンプの入力イン
ピーダンス、ベントの設計、音場におけるベントの位置（音場に直接露出す
るか、音場の外側か）に依存します。

10 - 20Hz 以下では、マイクロホンの周波数特性はその時定数にも影響され
ます。測定用マイクロホンの時定数は約0.1秒です。これは3 - 5 Hzまでの
フラットな周波数特性を得るには十分で、同時に静圧変化に対して十分に速
く平衡化できるマイクロホンを得ることができます。マイクロホンが急激な
静圧変化にさらされる場合（校正用の音響校正器／ピストンホンに取り付け
たときや圧力室に入れたときなど）、数秒待ってマイクロホン内部の静圧を
均一化し、ダイヤフラムを正常な位置に戻すことが常に良い方法です。

なぜマイクロホンのベントホールの

位置が異なるのか︖

測定用マイクロホンのベントには、大きく分けて2つの方法があります。フ
ロントベント（サイドベントとも呼ばれる）とリアベントです。GRASのマ
イクロホンの多くはリアベント型ですが、フロントベント型のものも多くあ
ります。例えば、GRAS 40AO ½″成極済み圧力型マイクロホンカプセルは
リアベントですが、フロントベントの40AO-FVバージョンもあります。

ほとんどの場合、フロントベントかリアベントかで測定に差は出ませんが、
フロントベントのマイクロホンを使用しなければならない特定のアプリケー
ションもあります。

リアベントマイクロホンは、マイクロホンの背面（図2）を通して、プリア
ンプに排気されます。プリアンプには、1つまたは2つのベントホールがあり
ます（外側のハウジングに見えます︓図3）。
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プリアンプの穴は、マイクロホンの内部キャビティから、マイクロホンカ
プセルの後部を通ってプリアンプに入り、最後にプリアンプの通気孔から
外部に放出されるという、通気経路を完成させるために必要です（図3）。
プリアンプからの排気は、微粒子がマイクロホンカプセルに直接入らない
ため、微粒子からの保護が強化されるという利点もあります。

一方、フロントベントマイクロホンは、図4の様々なマイクロホンカプセル
に見られるように、マイクロホンカプセルの側面、時には保護グリッドの下
に通気孔が設けられています。

図 2 .  
リアベントマイクロホン
カプセル: マイクロホン
の背面から内部で排気す
るタイプです

図 3 .  
プリアンプのハウジング
にベントホールを設けた
リアベントタイプのマイ
クロホンセット。オレン
ジ色の矢印は、マイクロ
ホンからプリアンプの通
気孔までの内部通気経路
を示しています。

図 4 .  
A) フロントベント型¼″
マイクカプセル

B) フロントベント型 ½″
マイクカプセル
C) フロントベント型フ
ラッシュマウントマイク
ロホンセット (GRAS
47BX).

図5はフロントベントマイクロホンの図で、マイクロホン内部の圧力
（Pin）とマイクロホン外部の静圧（P2）を等しくするための換気経
路を示しています。
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図 5 .  
フロント/サイドベンテマ
イクロホンの図。内部の
静圧（Pin）は、最終的に
ベントホールを通して
Pin=P2まで均等化されま
す。

フロントベントマイクロホンは、図6のようにマイクロホンカプセルや
そのダイアフラムが他の部分と異なる静圧にさらされるような用途で
非常に有効です。

P2

P1≠P2 筐体

マイクロホンカプセル

Pin P1

プリアンプ

図 6 .
静圧P1が内側に、静圧
P2が外側にある筐体に
取り付けられたマイク
ロホンセット

筐体内部の静圧（P1）と筐体外部の静圧（P2）は異なる。この設定を正し
く行うには、筐体内部に直接排気するマイクカプセルを用意し、マイク内
部の静圧（Pin）とP1（ダイヤフラムの直前の静圧）を等しくする必要があ
ります。

同じような状況は、トンネル内の静圧が外部と異なるような風洞でも見ら
れます。（図7）。
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図 7 .  
フラッシュマウントマイ
クロホンGRAS 47BX
は、RA0502マウントア
ダプタを使用して風洞に
取り付けられています。
オレンジ色の矢印は通気
経路を示しています。

図7は、GRAS 47BXマイクロホンをRA0502マウントアダプタを使用して風
洞にフラッシュマウントしたものです。マイクロホンの通気孔の位置とマウ
ントアダプタの設計により、マイクロホンは前面に向かって通気します。こ
れは、ダイアフラムの背後にあるマイクロホン内部の空洞が、ダイアフラム
の前面（すなわち風洞内）と同じ静圧に等しくなることを意味します。

同様のケースで、46BD-FV（フロントベント）マイクロホンをRA0345アダ
プタでフラッシュマウントしたものを図8に示します。RA0345アダプタ
は、マイクロホンのダイアフラムの前面にある静圧とマイクロホンの内圧を
等しくすることを可能にします。
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図 8 .  
RA0345フラッシュマウン
トアクセサリーを使用
し、GRAS 46BD ¼″マイ
クロホンセットをフラッ
シュマウントしています。
オレンジ色の矢印は通気路
を示しています。
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GRAS 146AE（図9）や147EBのようなIP67（防水・防塵）マイクロホン
は、リアベントマイクロホンで、マイクカプセルとの接合部に近いプリアン
プに2つの通気孔が設けられています。2つの通気孔があることは便利なこと
です。例えば、片方の穴が水滴や埃で詰まってしまっても、ダブルベントマ
イクロホンは正常に静圧調整を行うことができます。なお、IP67準拠のマイ
クセットでは、通気孔は保護されており、水や埃の侵入を防ぎながら空気を
通すことができます。

図 9 .  
GRAS 146AE IP67の防
水・防塵仕様のマイクロ
ホンセットです。オレン
ジ色の丸は、2つある通気
孔のうちの1つの位置を示
しています。

ベントホールをふさが
ないでください!

上記のように、ベントホールが存在し、そこにあるのは明確なな理由があ
るからです。マイクロホンは、使用する環境に応じて通気性を確保するこ
とはもちろん、意図したとおりに機能することが重要です。例えば、マイ
クロホンセットにラベルを貼ったり、ホルダーからプリアンプを保護した
り、マイクロホンセットを表面に固定する際に、図10と11に見られるよう
に、ユーザーがマイクロホンセットの本体にテープを貼ることがあります。
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図 1 0 .  
ベントホールをテープで
塞いだ½″ 測定用マイク
ロホンのペア。オレンジ
色の丸は、プリアンプの
通気孔の位置を示してい
ます。

図 1 1 .  
エンジンルーム内に
設置された½″ 測定
用マイクロホンセッ
ト

ベントホールがふさいでしまうと、静圧の均一化ができなくなります。この
ような場合、静圧の変化により、マイクロホンのダイヤフラムに圧力差が生
じ、変位してしまいます。これはプリアンプに過負荷をかけるような信号を
発生させ、ダイアフラムに損傷を与える可能性さえあります。このような状
況では、マイクロホンの感度や周波数特性が変化してしまうため、信頼性の
高い音響測定が行えなくなります。

そのため、使用する測定用マイクロホンセットにかかわらず、通気孔の位置
を意識し、常に塞がないようにすることが重要です。
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